
愛知東邦大学 シラバス

開講年度(Year) 2024年度 開講期(Semester) 後期

授業科目名(Course
name) 保健福祉行政論

担当者(Instructors) 西尾 敦史 配当年次(Dividend
year) 1

単位数(Credits) 2 必修・選択(Required /
selection) 選択

■授業の目的と概要(Course purpose/outline)

　私たちは社会の中で成長し、生活し、働き、高齢者になる。子どもや家族とともに幸せに生活していくために、社会が用意する支援やサー
ビス、規制などの公的な制度は重要な役割を果たしている。本授業では、人間のライフサイクルにあわせて組織されている保健・医療・福祉
行政のしくみを理解するために、公衆衛生や社会福祉の歴史や概念、法制度および関連する行政の組織機構について系統的に学習する。健康
分野の援助職として、また一市民として知っておくべき、保健医療福祉の行政システムのしくみ、マネジメントについて理解を深める。

■授業形態・授業の方法(Class form)

授業形態(Class form) 講義

授業の方法(Class
method)

　講義を中心にすすめるが、各回の課題（ワーク）テーマについてアイディア出しのグループワークを行ったり、
意見発表や共有のためのディスカッションを行う。
　授業回の二分の一を超えない（7回以下）範囲で、オンライン（リアルタイム）で行うことがある。対面授業
と同様の講義の質、双方向コミュニケーションを確保する。
　また、授業資料（教材）、課題については、すべてLMS上におく。

■各回のテーマとその内容(Each theme and its contents)

回数(Num) テーマ(Theme) 内容(Contents) メディア区分
(Media)

第1回 ガイダンス～保健医療福祉行政のめざ
すもの

人間のライフサイクルの中で保健医療福祉制度が果たしている機能・
役割を概観する。 □

第2回 医療保険（医療財政）と日本の医療の
特徴　

日本の国民皆保険制度としての医療保険制度を欧米の医療と比較し
ながら、その特徴を考える。 □

第3回 医療提供体制の概要 病院・診療所などの医療施設、医師や看護師などの医療従事者によ
る医療提供体制の構造と医療行政の課題について学ぶ。 □

第4回 介護保険制度（市町村行政） 介護保険制度の保険者である市町村行政の役割を中心に、介護保険
の仕組み・サービス・財政などについて学ぶ。 □

第5回 年金保険制度と年金保険行政 年金未納問題、消えた年金問題、年金依存同居など問題が指摘され
る年金保険制度の仕組みとその行政（運営）システムについて学ぶ。 □

第6回 雇用保険と労働者災害補償保険 失業や事故などのリスクに備えるための労働保険のシステムとその
行政（運営）システムについて学ぶ。 □

第7回 公的扶助（生活保護）の福祉事務所行
政

「健康で文化的な最低限度の生活」を保障する生活保護制度の仕組
みとそれを運営する福祉事務所行政とケースワーカーの仕事につい
て理解する。

□

第8回 障害者福祉行政 障害者福祉施設から地域生活にその中心が移行しつつある障害者福
祉行政の仕組みについて学ぶ。 □

第9回 児童家庭福祉行政 子ども虐待に取り組む児童相談所の役割機能を中心に、児童家庭福
祉行政について学ぶ。 □

第10回 官僚制と専門主義 福祉医療保健に関する行政に特徴的な構造的な課題として、官僚制
と専門主義について学ぶ。 □

第11回 保健行政（衛生行政）と労働衛生行政
保健（衛生）行政の仕組み、従事者、その構造とシステムについて、
労働衛生行政を含めて学ぶ。特にコロナ期における保健所行政の業
務について学ぶ。

□

第12回 福祉医療保健の財政 福祉医療保健の財政について、国・都道府県・市町村の役割につい
て学ぶ。 □

第13回 国・都道府県・市町村行政の仕組み 地方公共団体の保健医療福祉計画など、行政による計画策定・推進
について学ぶ。 □

第14回 公衆衛生に関する国際的な活動 グローバル時代に潜む脅威としての感染症のパンデミック、目に見
えない脅威と闘う国際的な活動について学ぶ。 □



第15回 授業のふりかえりとまとめ 授業をふりかえり、今後の保健福祉政策を展望する。 □

■授業時間外学習（予習・復習）の内容(Preparation/review details)

各回の授業の課題テーマに関して、配布資料を参考に、書籍、メディアやインターネットなどで調べ学習を行い、情報を収集し、関連する知
識を得ておく（2時間）。 各回の授業後、課題テーマに対する意見共有・ふりかえりを踏まえて、自分自身の意見・見解をまとめておく（2
時間）。

■課題とフィードバックの方法(Assignments/feedback)

毎回の授業の課題テーマに関する意見発表・全体での共有・ふりかえりを踏まえて、コメントを行う。次週の授業において、次のテーマへの
関連する視点やポイントについて提示する。

■授業の到達目標と評価基準(Course goals)

区分(Division) DP区分(DP division) 内容(DP contents)

知識・技能 ◆ 2019人間健康DP1 保健福祉行政に関する専門的知識・実践的能力を身につけている。

主体性 ◇ 2019人間健康DP3 人間社会の中での多様な価値観を有し、自発的に人々と協働して地域貢献ができる。

■成績評価(Evaluation method)

筆記試験(Written
exam)

実技試験(Practical
exam)

レポート試験(Report
exam)

授業内試験 (in-
class exam) その他(Other)

50% 50%

授業内試験等(具体的内容)(Specific contents)

各授業回ごとに、Teams上に、授業内課題、小テスト、および記述式課題を掲載するので、授業翌週回までに提出すること。

■テキスト(Textbooks)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 授業の中で適宜資料を配布する。

2

3

4

5

■参考図書(references books)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 武川正吾（2011）『福祉社会: 包摂の社会政策』有斐閣アルマ

2 厚生労働省『厚生労働白書』
　https://www.mhlw.go.jp/toukei_hakusho/hakusho/index.html

3 総務省『地方財政白書』http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/hakusyo/

4 井手 英策、2018年『幸福の増税論』岩波新書

5 西尾敦史、横浜市社会福祉協議会『横浜発 助けあいの心がつむぐまちづくり:地域
福祉を拓いてきた5人の女性の物語』ミネルヴァ書房（2017）


